
　　　　

令和7 年 3 月 21 日

10 時 30 分から 16 時 30 分まで あり ✔なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
＜地域と支えあう児童発達支援事業所＞地域事業者との連携により地域社会を活性化し、地域の労働力の雇用をはじめ地域と連動するプログラムを実践して地域住民との交流を積極的に
行い、すべての人が共存できる社会を目指す。　常に向上心を持ち専門性を高める職員の育成に努める。

事業所名 児童発達支援　エンジョイリズム 作成日支援プログラム（参考様式）

生活する上で接する様々な環境を知り適応するために豊富な資源を利用した遊びを取り入れる。隣接する幼稚園の水遊び場で水遊びやシャボン玉作りで水に触れ遊ぶことで、水を怖がら
なくなり就学後のプール授業を見据えた支援をする。また落ち葉を全員で拾い掃除を楽しいこととして行うことにより家庭での家事参加を促すことにもつなげる。気持ちの切り替えに大
変有効な生のピアノ演奏での支援も様々な場面で行い、子どもたちがいつでもピアノに触れられる環境を提供する。

音楽を使って発語を促す＜発語リズム＞のプログラムでは個別支援にて音楽や様々な楽しい教具を使って子どもたちの興味を引き出し緊張せずに無理のない発声を促す。さらに言語聴覚
士による親子参加の個別支援を定期的に行い声を出すために必要な顔の筋肉のトレーニング方法や語彙の増やし方など専門的なアドバイスを提供する。毎日行うリトミックでは音を聴く
耳を育て一斉支持を聞く力、言葉を正確に聞く力を養う。また毎日一定時間机に向かい、線や文字を書いたり塗り絵や絵画を書くことで就学後の学習姿勢を身に着ける。

発語のための個別支援の時間を除き、ほとんど幅広い年齢層の子どもたちが集団で過ごすことにより相手の気持ちを理解し行動できるようコミニュケーション能力を向上させる。自由遊
びの時間では同じおもちゃで一緒に遊ぶ、おもちゃの貸し借りを言葉で伝えることで会話のやりとりができるように支援する。支援を通じて得た能力を幼稚園や保育園、また公園での遊
びの場などに還元できることを目標とする。

支援方針
子どもたちの未来を見つめ、将来につながる療育を目指し、子どもたちのご家庭に寄り添い信頼して頂ける温かい支援を提供する。
子どもたちの個性をしっかり見つめ、特性を引き出し、生きる力を身に着ける

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

子ども食堂とのタイアップ行事を一年通じて実施。餅つき大会、管理栄養士によるパン作り教室、ハロウインイベントなど地域の高齢者や子どもたちとの関わりを持つイベントを企画す
る。大きな行事としてご家族で参加して頂く夏祭り、音楽参観やコンサートなどのクリスマスイベントの開催。通常の療育時間内では隣接する幼稚園の桜のお花見、水遊び、落ち葉拾い
など四季を感じることができる行事を行う。

（別添資料１）

家族支援

毎日の丁寧で細かい療育記録のの提供、モバイルアプリなどを導入しいつでも
すぐにご心配事やご連絡を頂ける環境を整え、身近な存在として信頼して頂け
る寄り添った支援を提供する。

移行支援

就学を見据えたプログラムを常に企画し実践する。また就学する学校への
細かな連絡や行政機関への働きかけにより保護者様のご心配事に寄り添っ
て一緒に考え支援していく。

地域支援・地域連携

事業所向かいの子ども食堂とタイアップしたプログラムを企画し、地域の高齢
者や子どもたちと触れ合う機会を提供する。行政機関、保育園、幼稚園とは密
に連携し見学する機会をお互いに多く設け、情報を共有する。

職員の質の向上

支援を提供する上で必要なスキルの勉強会や研修を実施する。日々の
フォードバックや打ち合わせを丁寧に行うことでより質の高い支援を行え
るよう全員が同じ気持ちで臨める配慮する。

支　援　内　容

日々の生活を送るために必要な行動を理解し、自分で行えるよう支援する。①施設内で決められた予定を集団で過ごし、身支度を自分でできるようにする②トイレトレーニングを通じ、
衣服・下着の着脱、排尿・排便を職員が個々の発達の速さに合わせて支援し、トイレに一人で行けることを目指す。③食物に興味を持ち、偏った嗜好を減少させるためにクッキングプロ
グムへの参加（自ら食品に触れる）やおやつの提供を行う。

①全身を使って大きく動くプログラムを毎月一定期間導入し、身体の発達を助け、運動能力を向上させる。集団でのダンス。サーキットトレーニングでは子どもたちが興味を持って参加
できる楽曲の使用、覚えやすく何度も繰り返し行いたくなる動きを取り入れ年齢に差があっても全員で参加できることを目指す。絵具など色々な物に触れて感覚を刺激し、色々な物に興
味を持てるよう工夫した＜創作プログラム＞を実施したり、折り紙を折ったり、ハサミを使ったり、洗濯ばさみを使った教具による指先の微細運動の支援を行う。
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